
　

全
国
菓
子
工
業
組
合
連
合

会
元
理
事
長
・
岡
本
楢
雄
氏

が
、
５
月
３
日
に
逝
去
さ
れ

た
。
葬
儀
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

緊
急
事
態
措
置
の
最
中
で
あ

っ
た
た
め
、
５
月
６
日
、
ご

家
族
及
び
親
戚
で
執
り
行
わ

れ
た
。
対
外
的
な
連
絡
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ご
遺
族
の
ご
配
慮

で
11
月
中
旬
に
な
さ
れ
た
。

な
お
、
今
後
は
お
別
れ
の
会

な
ど
の
開
催
は
予
定
し
て
お

ら
ず
、
供
物
・
供
花
等
は
辞

退
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

故
人
は
中
小
菓
子
業
界
の

発
展
と
全
菓
連
傘
下
組
合
の

組
織
化
に
尽
力
さ
れ
、
平
成

４
年
〜
10
年
ま
で
全
菓
連
理

事
、
11
〜
13
年
ま
で
副
理
事

長
、
13
年
か
ら
26
年
ま
で
理

事
長
を
務
め
た
。
平
成
26
年

春
に
は
、
旭
日
中
綬
章
を
受

章
し
て
い
る
。

全
菓
連
元
理
事
長

岡
本
楢
雄
氏
逝
去

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
菓
子

業
界
に
は
土
産
菓
子
を
中
心

に
販
売
額
が
急
減
し
、
多
大

な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
菓
子
類
販
売

促
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
全

菓
連
等
で
構
成
）
で
は
、
農

林
水
産
省
の
菓
子
類
販
売
促

進
緊
急
対
策
事
業
の
補
助
を

受
け
、
消
費
者
が
来
店
し
な

く
て
も
商
品
購
入
で
き
る
仕

組
み
の
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ

＝Electric 
Commerce

）

を
普
及
に
取
組
む
。

　

電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
電
子
的
な

手
段
を
介
し
て
行
う
商
取
引

の
総
称
で
あ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
商
品
を

販
売
す
る
取
引
で
「
ネ
ッ
ト

通
販
」
を
含
む
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
て
か
ら
は
、
外
出
自
粛
の

影
響
も
あ
っ
て
、
急
速
に
Ｅ

Ｃ
需
要
が
伸
び
て
い
る
。
食

料
品
で
も
大
幅
な
増
加
が
続

い
て
お
り
、
家
計
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
購
買

行
動
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

現
在
、
予
定
し
て
い
る
普

及
活
動
の
内
容
は
次
の
通
り
。

◆
普
及
活
動
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布

　

県
組
合
を
通
じ
て
配
布
す

る
ほ
か
、
全
菓
連
Ｈ
Ｐ
の
組

合
員
情
報
に
も
掲
載
。

◆
解
説
用
資
料
の
配
布

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
で
説

明
。
県
組
合
を
通
じ
て
配
布

す
る
ほ
か
、
全
菓
連
Ｈ
Ｐ
の

組
合
員
情
報
に
も
掲
載
。

◆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

12
月
中
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ

ー
（
約
１
時
間
）
を
６
回
開

催
し
、
１
月
に
も
更
に
６
回

開
催
予
定
。

◎
内
容
は
、
全
て
同
じ
内
容

（
解
説
資
料
を
使
用
）
の
予

定

・
電
子
商
取
引
と
は
何
か
？

・
Ｅ
Ｃ
の
特
徴

・
Ｅ
Ｃ
に
取
組
む
必
要
性

・
Ｅ
Ｃ
に
は
必
要
な
も
の

・
Ｅ
Ｃ
の
代
金
決
済

・
Ｅ
Ｃ
の
種
類
と
開
設
費
用

・
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
出
店
と
自
社

サ
イ
ト
構
築
の
比
較

・
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
出
品
費
用
例

・
自
社
サ
イ
ト
構
築
費
用
例

・
Ｅ
Ｃ
の
落
と
し
穴

・
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
構
築
に
利
用

可
能
な
補
助
金

・
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
開
設
ま
で

・
開
設
前
の
準
備
資
料
等

・
コ
ン
タ
ク
ト
先
情
報
等

◎
定
員
各
回
約
１
０
０
名

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
）

◎
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程

〇
令
和
２
年
12
月
15
日（
火
）

14
時
、
17
時

〇
16
日
（
水
）
14
時
、
17
時

〇
17
日
（
木
）
14
時
、
17
時

〇
令
和
３
年
１
月
20
日（
水
）

14
時
、
17
時

〇
21
日
（
木
）
14
時
、
17
時

〇
22
日
（
金
）
14
時
、
17
時

　

必
要
に
応
じ
て
追
加
実
施

予
定
。

〇
講
師　
全
菓
連
役
員

申
込
方
法

①
参
加
希
望
の
方
は
、
希
望

回
（
日
時
）
と
氏
名
、
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
添
え
て
、

各
県
菓
子
工
業
組
合
に
申
し

込
み
。

②
全
菓
連
よ
り
、
セ
ミ
ナ
ー

参
加
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
登
録
し

た
Ｅ
メ
ー
ル
あ
て
に
送
付
。

〇
参
加
費
は
無
料

◆
Ｑ
＆
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
掲
載

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
で
の
質

問
や
都
道
府
県
菓
子
工
業
組

合
へ
頂
い
た
質
問
は
、
全
菓

連
Ｈ
Ｐ（
組
合
員
の
ペ
ー
ジ
）

へ
回
答
を
載
せ
て
い
く
予

定
。
知
り
た
い
内
容
が
あ
れ

ば
県
組
合
に
問
い
合
わ
せ
ら

れ
た
い
。

◆
菓
子
類
販
売
促
進
緊
急
対

策
事
業（
地
域
の
事
業
）〈
農

林
水
産
省
〉の
利
用
に
つ
い
て

　

菓
子
類
販
売
促
進
緊
急
対

策
事
業
で
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の

構
築
も
含
む
菓
子
類
の
販
売

機
会
拡
大
の
取
組
が
対
象
と

な
る
。Ｉ
Ｔ
補
助
金
と
違
い
、

３
社
以
上
の
共
同
で
取
組
む

事
業
に
限
ら
れ
る
代
わ
り

に
、
補
助
金
は
定
額
で
（
必

要
が
認
め
ら
れ
れ
ば
10
割
ま

で
）
認
め
ら
れ
る
。
図
１
の

よ
う
な
代
表
企
業
が
中
心
と

な
っ
た
共
同
事
業
も
実
施
可

能
な
の
で
、
組
合
員

仲
間
で
の
参
加
も
検

討
さ
れ
た
い
。
既
に

３
次
募
集
ま
で
終
わ

っ
て
い
る
が
、
今
後

も
４
次
募
集
が
あ
る

可
能
性
が
残
っ
て
い

る
。

◆
他
の
菓
子
類
販
売

促
進
緊
急
対
策
事
業

と
の
連
携

　

今
年
度
に
Ｅ
Ｃ
を

開
設
出
来
れ
ば
、Sw

eets Plaza

や
お
土

産
菓
子
応
援
サ
イ
ト

な
ど
で
、
新
規
開
設

を
紹
介
し
て
も
ら
う

こ
と
が
可
能
。

　
全
菓
連
で
は
、
菓
子
類
販
売
促
進
緊
急
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
Ｅ
Ｃ
の
普
及
推

進
の
た
め
の
資
料
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
、
Ｈ
Ｐ
で
提
供
す
る
。
ま
た
、
今
月

15
日
よ
り
来
月
に
か
け
て
、
組
合
員
向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
12
回
開
催
す
る
。

菓
子
類
販
売
促
進
緊
急
対
策
事
業
で

電
子
商
取
引

電
子
商
取
引（
Ｅ
Ｃ
）

（
Ｅ
Ｃ
）の
普
及
推
進
に
つ
い
て

の
普
及
推
進
に
つ
い
て

図１　3社共同ECサイト（案）

共同ECサイト

B社
（会員会社）

C社
（会員会社）

消費者
商品発送

代金

WEB発注
FAX発注

FAX発
注

発送情報（FAX）

全社分 発送情報（WEB）

支払代行会社
（カード会社）等

発
送
情
報（
FAX）

代金
代金

代
金

商品発送

商品発送

A社（代表会社）
受注・情報転送
発送情報WEB登録
代金受け渡し

・ 菓子製造事業者3社以上で任意団体を作る。その運営する ECサイトには、
会員会社の商品が並ぶ。
・代表会社がECサイトの受発注を担う。
・代表会社が受けた発注は FAX等で会員会社に送り、会員会社から発送する。
・発送情報は FAX等で代表会社へ送り、代表会社が情報登録する。
・ 代表会社口座で品代の支払いを受ける。代表会社は、一定の手数料率を差し引
いて会員会社に品代を振り込む。
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「
現
代
の
名
工
」に
対
す
る

卓
越
技
能
者
表
彰
式
を
公
表

　

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
２

年
度
「
現
代
の
名
工
」
に
対

す
る
卓
越
技
能
者
表
彰
を
公

表
し
た
。

　

同
制
度
は
現
在
、
伝
統
芸

能
か
ら
最
先
端
技
術
ま
で
の

様
々
な
分
野
で
最
高
の
水
準

に
あ
る
技
能
者
い
わ
ば
「
現

代
の
名
工
」
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
広
く
社
会
に
技

能
尊
重
の
気
運
を
浸
透
さ

せ
、
地
位
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
表
彰
の
菓
子

業
界
関
係
者
（
順
不
同
）

日
髙
宣
博
氏

58
歳
、
洋
菓

子
製
造
工
、
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

・
ラ
・
ノ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
＝
独

自
の
低
糖
質
ス
イ
ー
ツ
を
考

案
。
講
習
会
、
著
書
を
通
し

て
日
本
中
に
そ
の
技
術
を
広

め
た
。
自
店
オ
ー
プ
ン
後
も

著
作
を
出
版
し
て
お
り
、
業

界
へ
の
貢
献
は
多
大
な
も
の

が
あ
る
。

天
野
又
一
氏

69
歳
、
洋
生

菓
子
製
造
工
、
浜
松
調
理
菓

子
専
門
学
校
＝
ピ
エ
ス
・
モ

ン
テ
（
大
型
工
芸
菓
子
）
製

作
に
欠
か
せ
な
い
ア
メ
細
工

に
「
絞
り
ア
メ
」
と
い
う
新

た
な
技
法
を
考
案
し
た
。
ま

た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
指

導
者
と
し
て
、
後
進
を
育
成

し
て
い
る
。

金
子
亮
一
氏

55
歳
、
洋
生

菓
子
製
造
工
、
株
式
会
社
マ

ッ
タ
ー
ホ
ー
ン
＝
バ
ー
ム
ク

ー
ヘ
ン
の
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ

を
小
麦
で
ん
ぷ
ん
に
替
え
る

な
ど
、
製
法
に
改
良
を
重
ね

た
菓
子
作
り
を
実
践
。ま
た
、

鮮
度
へ
の
こ
だ
わ
り
と
一
店

舗
主
義
を
貫
い
て
い
る
。

内
藤
武
志
氏

59
歳
、
洋
生

菓
子
製
造
工
、
株
式
会
社
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
東
京
シ
テ
ィ

エ
リ
ア
＝
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ

ー
キ
製
造
技
術
に
卓
越
し
た

技
術
を
有
す
る
。
特
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
細
工
技
術
に
は

傑
出
し
て
お
り
、
ホ
テ
ル
の

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
文
化
に
新
風

度
再
商
品
化
委
託
申
込
み
告

知
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
さ

れ
た
。
特
定
事
業
者
と
は
、

事
業
に
お
い
て
容
器
を
利
用

・
製
造
す
る
事
業
者
や
包
装

を
利
用
す
る
事
業
者
（
小
規

模
事
業
者
を
除
く
）の
こ
と
。

次
に
該
当
す
る
と
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
商
品
化
）
の
義
務
を

負
う
。

▽
関
わ
っ
て
い
る
事
業

○
容
器
・
包
装
を
利
用
す
る

中
身
製
造
事
業
者
（
食
品
、

清
涼
飲
料
な
ど
）

○
容
器
の
製
造
事
業
者

○
小
売
・
卸
売
事
業
者
（
商

品
を
販
売
す
る
際
に
容
器
や

包
装
を
利
用
す
る
事
業
者
）

○
輸
入
事
業
者
（
容
器
の
輸

入
、
容
器
や
包
装
が
付
い
た

商
品
の
輸
入
、
輸
入
後
に
容

器
や
包
装
を
付
け
る
場
合
な

ど
）

○
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が
で
き
る

飲
食
店
な
ど

▽
事
業
規
模

○
製
造
業
等
・
売
上
高
２
億

４
千
万
円
超
ま
た
は
従
業
員

21
人
以
上

○
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
・
売

上
高
７
千
万
円
超
ま
た
は
従

業
員
６
人
以
上

▽
容
器
包
装
の
素
材

ガ
ラ
ス
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

ま
た
、
再
商
品
化
委
託
申

込
み
受
付
の
案
内
は
次
の
通

り
。

○
申
込
み
期
間
・
令
和
２
年

12
月
14
日
〜
令
和
３
年
２
月

10
日

○
申
込
み
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
が
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
申
込
用
紙
に

記
入
の
上
、
最
寄
り
の
商
工

会
議
所
・
商
工
会
に
送
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
で
行
う

場
合
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://www.jcpra.

or.jp/

）
に
ア
ク
セ
ス
し
て

申
込
む
。

　

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
な

ど
、
特
定
事
業
者
に
該
当
し

な
い
方
で
も
非
申
込
み
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
が
利
用
で
き
な
い
場
合

は「
非
申
込
Ｆ
Ａ
Ｘ
返
信
票
」

を
協
会
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
送
る
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

０
３
―
５
６
１
０
―
６
２
４

５
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
申

込
を
す
る
場
合
は
、
前
述
の

申
込
方
法
と
同
様
。

　

申
込
書
類
が
届
か
な
い
場

合
な
ど
不
明
な
点
は
、
協
会

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
０
３
―
５
６
１
０
―
６
２

６
１
）
に
問
い
合
わ
せ
る
。

を
吹
き
込
ん
だ
。

畑
中
和
紀
氏

69
歳
、
和
生

菓
子
製
造
工
、
有
限
会
社
松

栄
堂
＝
茶
席
の
諸
条
件
に
合

わ
せ
た
茶
菓
子
を
提
案
し
製

造
す
る
技
能
は
、
自
ら
が
茶

人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
成
せ
る

技
能
。
ま
た
、
技
能
検
定
委

員
や
全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
と

し
て
後
進
の
育
成
に
貢
献
し

て
い
る
。

佐
々
木
勝
氏

75
歳
、
和
生

菓
子
製
造
工
、
菓
匠
京
山
＝

餡
作
り
に
お
い
て
、
繊
細
で

口
ど
け
の
良
い
藤
色
の
こ
し

餡
と
、
つ
ぶ
れ
な
い
芳
醇
な

つ
ぶ
餡
を
作
り
上
げ
る
。
ま

た
、
千
葉
県
菓
子
共
同
高
等

職
業
訓
練
校
校
長
な
ど
を
歴

任
し
、
技
術
の
継
承
に
努
め

て
い
る
。





















令
和
３
年
再
商
品
化
委
託
申
込
み
告
知

（
公
財
）日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

レジ袋有料化啓発ポスター
発送についてプラスチックの過剰な使用を抑制

するために７月１日より、プラスチッ
ク製買物袋（レジ袋）が有料化され
ました。
経済産業省では、周知徹底のため、
サイズＡ１版のレジ袋有料化に係る
ポスターを全菓連に提供しました。
同ポスターを希望する方は、全菓
連まで申し込みください。
各組合員１枚まで。

全菓連まで郵送（封筒）で申込む
〒107-0062 港区南青山5-12-4
　全国菓子工業組合連合会
　封筒に「レジ袋有料化啓発
　ポスター希望」と明記
送り先住所・会社名等を記入し
１４０円切手を貼った角２サイズ
（A4が入る大きさ）の返信用封
筒を同封する。
折りたたんで発送します。

申 込 み 方 法

　

（
公
財
）
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
で
は
、
全

菓
連
に
対
し
容
器
包
装
の
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
で
の
特
定
事

業
者
に
向
け
た
、
令
和
３
年

　

全
菓
連
関
東
・
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
11
月
４
日
に

成
田
市
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク

内
各
都
県
よ
り
30
名
の
参
加

者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
開
催
県
千
葉
県

菓
子
工
業
組
合
宮
島
理
事
長

の
歓
迎
の
挨
拶
、
全
菓
連
黒

川
副
理
事
長
（
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
長
）
と
全
菓
連
齊

藤
理
事
長
の
挨
拶
、
出
席
者

紹
介
の
後
に
議
事
に
入
り
、

先
ず
全
菓
連
か
ら
の
報
告
が

あ
り
、
４
月
の
マ
ス
ク
供
給

の
取
組
、
現
在
行
っ
て
い
る

菓
子
類
販
売
促
進
緊
急
対
策

事
業
に
つ
い
て
の
説
明
等
が

あ
っ
た
。

　

次
に
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
業
報

告
、
各
県
か
ら
前
年
度
の
活

動
実
績
等
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　

質
疑
で
は
、
組
合
員
の
減

少
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
販
売
へ
の
影
響
は
店
舗
に

よ
り
大
き
な
差
が
あ
っ
た
こ

と
が
話
題
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、全
菓
連
に
対
し
て
、

頻
繁
に
周
知
依
頼
が
届
く
が

県
組
合
で
は
予
算
も
体
制
も

十
分
で
は
な
く
、
全
て
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
関
し
、

全
菓
連
か
ら
は
県
組
合
の
情

報
化
の
推
進
等
が
重
要
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
県

に
つ
い
て
は
新
潟
県
と
決
定

さ
れ
た
。

　

会
議
終
了
後
、
会
場
を
別

室
に
移
し
て
食
事
会
が
行
わ

れ
、
更
に
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
終

了
し
た
。

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
組
合
活
動
等
を
議
論
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列を作って入場を待つ来場者

盛況だった会場
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焼
津
お
ま
ん
じ
ゅ
う
ま
つ
り

農
水
省・販
売
促
進
緊
急
対
策
事
業

静　岡静　岡

苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う

２
０
２
１
年
問
題

愛　媛愛　媛
　

あ
れ
は
、
２
０
１
７
年
の

お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
の
頃
、

次
の
菓
子
博
を
受
け
る
都
道

府
県
が
無
い
と
い
う
話
を
当

時
の
事
務
員
さ
ん
か
ら
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
「
４
年
後
と
い
え

ば
、
２
０
２
１
年
に
な
る
。

こ
の
年
は
、
世
界
が
崩
壊
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
年
な
の

で
、
絶
対
に
受
け
な
い
方
が

い
い
。
受
け
た
所
は
大
変
な

こ
と
に
な
る
」
と
言
う
と
、

周
り
か
ら
こ
の
人
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

目
で
見
ら
れ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
で
も
、
ネ
ッ
ト

な
ど
を
見
れ
ば
、
２
０
２
１

年
は
大
変
な
年
に
な
る
と
い

う
記
事
が
あ
り
、
確
証
は
な

い
の
で
す
が
、
心
配
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
０
年
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大

流
行
し
ま
し
た
が
、
来
年
は

第
３
波
、
第
４
波
に
よ
っ
て

さ
ら
に
大
き
く
な
る
の
か
、

そ
れ
と
も
全
く
違
う
何
か
が

起
こ
る
の
か
？

　

い
ず
れ
に
し
て
も
菓
子
博

を
受
け
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し

た
。

　

そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
と
菓
子

業
界
の
発
展
を
願
い
少
人
数

の
役
員
で
中
嶋
神
社
に
お
参

り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
マ
ス

ク
を
し
て
の
参
拝
に
な
り
ま

し
た
が
、
気
持
ち
は
神
様
に

通
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
菓
子
業
界
に
と
っ
て

も
苦
難
の
時
で
、
も
ち
ろ
ん

考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
新
た
に
商
売
を
広
げ
た

り
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
た

り
す
る
時
で
は
な
い
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

話
が
菓
子
と
関
係
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
社

各
店
が
可
能
な
範
囲
で
の
創

意
工
夫
を
し
、
お
互
い
頑
張

っ
て
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

愛
媛
県
菓
子
工
業
組
合
副

理
事
長
・
白
石
惠
一

　

令
和
２
年

10
月

25
日

（
日
）
、
久
し
ぶ
り
の
雲
一

つ
な
い
快
晴
に
迎
え
ら
れ
て

電
車
を
降
り
た
。
西
焼
津
駅

前
は
人
影
も
な
く
閑
散
と
し

て
い
た
。
迎
え
の
車
に
揺
ら

れ
て
会
場
に
着
い
て
驚
い

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
三
密
が
心
配
さ
れ
る

よ
う
な
人
の
集
り
で
あ
る
。

こ
こ
は
焼
津
み
そ
ま
ん
学
会

主
催
の
「
焼
津
お
ま
ん
じ
ゅ

う
ま
つ
り
」の
会
場
で
あ
る
。

農
水
省
の
菓
子
類
販
売
促
進

緊
急
対
策
事
業
に
応
募
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
か
ね

て
よ
り
交
流
の
あ
る
伊
豆
長

岡
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
詰
め
合

わ
せ
会
や
奥
浜
名
湖
み
そ
ま

ん
物
語
も
協
賛
出
店
、
そ
の

他
、
焼
津
グ
ル
メ
マ
ル
シ
ェ

た
べ
も
の
＆
雑
貨
市
や
軽
ト

ラ
市
の
野
菜
販
売
な
ど
も
協

賛
し
て
色
彩
り
を
添
え
て
い

る
。
会
場
は
元
タ
ク
シ
ー
会

社
の
車
庫
で
ピ
ロ
テ
ィ
式
の

全
天
候
型
の
建
物
を
中
心
に

約
３
０
０
坪
に
各
ブ
ー
ス
や

喫
煙
所
、
ト
イ
レ
な
ど
施
設

も
設
け
、
風
通
し
も
良
く
コ

ロ
ナ
対
策
に
最
適
、
入
口
に

は
ア
ル
コ
ー
ル
も
し
っ
か
り

用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

開
催
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
だ
が
筆
者

が
着
い
た
９
時
30
分
に
は
既

に
主
体
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
は

完
売
し
て
い
た
。
オ
ー
プ
ン

前
か
ら
行
列
が
で
き
、
伊
豆

長
岡
温
泉
１
５
０
セ
ッ
ト
、

奥
浜
名
湖
80
セ
ッ
ト
、
ご
当

地
焼
津
は
２
０
０
セ
ッ
ト
が

そ
れ
ぞ
れ
予
約
販
売
の
よ
う

に
瞬
く
間
に
完
売
し
、
余
り

に
も
早
い
終
了
に
が
っ
か
り

す
る
お
客
様
の
お
詫
び
に
追

わ
れ
て
い
た
。
地
元
の
焼
津

の
味
噌
ま
ん
じ
ゅ
う
に
つ
い

て
は
予
約
を
受
け
付
け
る
こ

と
で
ご
了
解
を
得
た
。
そ
れ

で
も
各
お
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

お
菓
子
や
各
物
産
な
ど
に
は

行
列
が
で
き
て
い
た
。
予
定

よ
り
も
早
く
、
午
後
１
時
頃

ま
で
に
は
す
べ
て
が
完
売
し

た
。

　

主
催
の
「
焼
津
み
そ
ま
ん

学
会
」
は
以
前
に
も
当
新
聞

で
ご
紹
介
し
た
焼
津
菓
子
組

合
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
応
募
に
は
役
所
へ
の
申

請
書
類
や
手
続
き
が
煩
雑
で

苦
労
さ
れ
た
。
会
場
、
駐
車

場
の
選
定
以
外
、
会
場
の
設

営
、
付
帯
設
備
な
ど
は
イ
ベ

ン
ト
会
社
に
委
託
し
た
。
支

援
事
業
確
定
後
２
か
月
と
短

い
期
間
で
あ
っ
た
の
で
こ
の

間
、
頻
繁
に
会
合
を
開
き
検

討
を
重
ね
た
。
楽
し
い
お
買

い
も
の
広
場
を
目
指
し
て
異

業
種
の
協
賛
依
頼
も
行
っ

た
。
諸
経
費
全
般
に
補
助
金

が
支
給
さ
れ
る
の
で
恵
ま
れ

た
事
業
で
は
あ
る
が
、
一
番

の
課
題
は
補
助
金
が
イ
ベ
ン

ト
終
了
後
に
支
給
さ
れ
る
こ

と
で
一
時
主
催
者
負
担
が
大

き
い
事
。
申
請
見
積
も
り
以

後
の
費
用
は
主
催
者
負
担
に

な
る
等
多
少
の
問
題
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
焼
津
・
藤
枝

の
２
市
の
全
戸
に
チ
ラ
シ
の

新
聞
折
込
み
広
告
、会
場
費
、

駐
車
場
代
、
会
場
の
什
器
備

品
の
借
用
、
交
通
警
備
員
等

諸
経
費
す
べ
て
が
助
成
さ
れ

た
の
で
個
人
負
担
は
軽
減
で

済
ん
だ
。
し
か
も
、
販
売
も

上
々
で
あ
り
、
来
場
者
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
対
策
の
中
で
久
し
ぶ

り
に
楽
し
い
買
い
物
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
と
好
評
だ
っ

た
。

　

会
長
の
酒
本
慶
典
氏
（
光

月
堂
）
は
「
今
日
を
迎
え
る

ま
で
馴
れ
な
い
申
請
書
類
の

作
成
な
ど
大
変
な
思
い
を
し

た
が
仲
間
が
協
力
し
て
実
現

で
き
た
。
大
き
な
支
援
を
頂

い
て
広
範
囲
に
広
告
宣
伝
も

で
き
た
。
遠
方
か
ら
も
ご
来

場
頂
き
、
お
菓
子
の
販
売
以

上
に
、
お
店
と
学
会
の
Ｐ
Ｒ

が
で
き
た
こ
と
、
仲
間
の
団

結
力
が
一
層
深
ま
っ
た
こ
と

な
ど
が
大
き
な
収
穫
と
な
っ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。
ま

た
、会
場
や
駐
車
場
の
手
配
、

他
業
種
へ
の
協
賛
依
頼
等
裏

方
で
尽
力
し
た
同
会
の
相
談

役
で
あ
る
法
月
吉
郎
氏
（
㈱

か
し
は
る
会
長
）
は
「
お
菓

子
は
誰
に
も
人
気
が
あ
る
。

お
客
様
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
積
極
的
に
売
る
こ
と
、

お
客
様
の
身
に
な
っ
て
努
力

す
る
こ
と
、
努
力
は
絶
対
裏

切
ら
な
い
。
来
年
も
継
続
で

き
れ
ば
良
い
が
小
規
模
の
お

菓
子
屋
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は

引
き
続
き
行
政
の
支
援
が
不

可
欠
で
あ
る
」と
話
さ
れ
た
。

　

静
岡
県
菓
子
工
業
組
合
顧

問
理
事
・
森
田
紀

新聞折り込みで配布されたチラシ

アルコール消毒液でコロナ感染対策

中嶋神社にお参り

１
月
25
日
・
令
和
２
年

度
（
後
期
）
技
能
検
定

実
技
試
験
・
愛
知
菓
子
会
館

・
名
古
屋
市

行
事
予
定

愛知
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万
全
の
感
染
防
止
策
を
講
じ
開
催

茶
の
湯
の
日
イ
ベ
ン
ト

島　根島　根

細
川
製
菓
舗

一
つ
の
時
代
を
流
れ
る
ま
ま
に

大　分大　分
　

大
分
市
の
繁
華
街
か
ら
北

へ
数
分
歩
い
た
住
吉
町
の
外

れ
に
あ
る
細
川
製
菓
舗
は
細

川
裕
一
氏
が
営
む
和
・
洋
菓

子
を
製
造
販
売
す
る
小
売

店
。
戦
前
に
初
代
細
川
栄
市

氏
が
現
在
の
場
所
で
開
業

し
、
当
初
は
飴
玉
や
煎
餅
等

を
販
売
し
て
い
た
が
、
二
代

目
後
継
者
の
裕
一
氏
が
地
元

の
名
店
で
５
年
間
修
業
し
た

後
、
店
を
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
積
極
的
に
洋
菓
子
の

品
揃
え
を
増
や
し
、
時
代
の

流
れ
に
乗
っ
て
繁
盛
さ
せ
た
。

　

そ
の
頃
は
市
街
地
の
急
激

な
発
展
に
伴
い
周
辺
は
人
口

が
増
加
し
子
供
た
ち
が
溢

れ
、
特
に
洋
菓
子
が
よ
く
売

れ
て
い
た
の
で
、
当
時
人
気

の
あ
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
や
レ

モ
ン
ケ
ー
キ
を
求
め
て
、
現

在
も
来
店
す
る
古
く
か
ら
の

常
連
さ
ん
も
少
な
く
は
な

く
、
そ
の
た
め
に
い
く
つ
か

の
定
番
商
品
は
そ
の
ま
ま
残

し
昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い
菓

子
と
し
て
、
新
旧
フ
ァ
ン
の

心
を
掴
ん
で
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
時
間
を
作
っ
て

は
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
人
気
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ケ
ー
キ
は
独
自
の
発

想
で
完
成
さ
せ
、
早
く
か
ら

脱
酸
素
剤
で
日
持
ち
さ
せ
た

こ
と
で
進
物
用
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
後
に
看
板
商

品
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
ん
な
菓
子
作
り
が
大
好

き
な
裕
一
氏
も
店
に
入
り
約

50
年
が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
家

族
と
共
に
頑
張
り
地
域
に
根

付
い
た
細
川
製
菓
舗
の
主
人

と
し
て
、
岐
路
に
立
っ
て
い

る
と
言
う
。

　

現
在
77
歳
の
裕
一
氏
は
後

継
者
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り

８
年
前
に
妻
の
孝
子
さ
ん
に

先
立
た
れ
て
か
ら
は
、
製
造

か
ら
販
売
ま
で
全
て
を
一
人

で
行
う
よ
う
に
な
り
、
人
手

不
足
で
自
分
が
納
得
す
る
だ

け
の
商
品
数
を
店
頭
に
並
べ

ら
れ
な
い
日
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
こ
の
頃
に
は
郊
外
の

発
展
も
あ
っ
て
近
辺
の
人
口

減
少
並
び
に
少
子
化
の
波
も

お
し
よ
せ
、
近
所
の
小
・
中

学
校
が
統
合
さ
れ
遠
く
に
離

れ
る
な
ど
地
域
密
着
店
と
し

て
売
上
を
伸
ば
す
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
で
従
業
員
を
雇

う
に
は
、
微
妙
な
状
況
に
な

っ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
加
え
建
物
・
設
備

の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
た

り
、
ま
た
近
年
の
様
々
な
制

度
等
の
義
務
化
へ
の
対
応
も

立
て
続
け
で
あ
っ
た
り
、
こ

の
ま
ま
商
売
を
続
け
る
た
め

に
は
新
た
な
投
資
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
に
大
雨
が
一
日

中
続
き
、
想
定
外
の
浸
水
で

漏
電
の
上
故
障
し
た
冷
凍
庫

の
修
理
に
時
間
が
か
か
り
、

受
け
て
い
た
注
文
商
品
の
対

応
に
右
往
左
往
し
た
そ
う

で
、
店
舗
継
続
へ
の
心
配
が

少
し
大
き
く
な
っ
た
と
の
こ

と
。

　

最
後
に
、
一
向
に
終
わ
り

の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
引
き
際

も
考
え
て
い
る
と
言
う
裕
一

氏
の
笑
顔
か
ら
、
お
客
さ
ん

や
仕
事
に
対
す
る
想
い
入
れ

が
ま
だ
し
っ
か
り
残
っ
て
い

る
よ
う
感
じ
た
。

　

大
分
県
菓
子
工
業
組
合
事

務
局
長
・
早
瀬
大
雄

細
川
裕
一
氏

10
月
24
日
・
25
日
、
イ
オ

ン
松
江
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
「
茶

の
湯
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
初
の
計
画

で
は
松
江
藩
主
・
松
平
治
郷

（
不
昧
）
公
の
命
日
で
あ
る

４
月
24
日
に
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
農
林
水
産
省

菓
子
類
販
売
促
進
緊
急
対
策

事
業
」
に
申
し
込
み
、
万
全

の
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上

で
よ
う
や
く
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

松
江
市
で
は
平
成
31
年
４

月
に「
松
江
市
茶
の
湯
条
例
」

が
施
工
さ
れ
、
毎
月
24
日
を

茶
の
湯
に
親
し
ん
で
も
ら
う

日
と
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

茶
舗
に
協
力
し
て
も
ら
い

「
無
料
抹
茶
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
た
ほ
か
、
松
江
市
内

の
和
菓
子
店
に
協
力
し
て
も

ら
い
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
和
菓
子

づ
く
り
教
室
」
も
開
催
し
ま

し
た
。
１
日
目
は「
お
ば
け
」、

２
日
目
は
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ

・
ラ
ン
タ
ン
」
を
用
意
し
ま

し
た
。
朝
10
時
の
開
場
と
と

も
に
大
勢
の
親
子
連
れ
が
列

を
作
り
、
各
回
と
も
に
す
ぐ

に
予
約
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

２
日
間
合
計
で
抹
茶
体
験
は

93
名
、
和
菓
子
づ
く
り
教
室

は
60
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

ま
た
、
島
根
県
内
の
組
合

員
に
も
声
を
掛
け
「
お
楽
し

み
袋
」
の
販
売
も
行
い
ま
し

た
。
普
段
、
松
江
市
内
で
は

購
入
で
き
な
い
遠
方
の
菓
子

屋
の
商
品
を
お
得
に
購
入
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
の

コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
で
し

た
。
子
供
さ
ん
が
「
和
菓
子

を
く
だ
さ
い
」「
お
饅
頭
を

く
だ
さ
い
」
と
可
愛
い
声
で

買
い
物
を
し
て
い
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

11
月
28
日
・
29
日
に
は
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
雲
で
も

「
神
在
月
に
お
菓
子
の
縁
を

体
験
し
よ
う
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
で

す
。「
和
洋

菓
子
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」「
島

根
県
と
和
菓

子
の
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
」「
お

楽
し
み
袋
の
販
売
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
お
菓
子
を
囲
ん
だ
楽

し
い
時
間
を
提
供
し
た
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
苦
戦
し
て
い
る
和
洋
菓

子
店
の
支
援
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
菓
子
工
業
組
合
事

務
局
・
高
島
佐
枝
子

茶の湯の日

神
在
月
に
お
菓
子
の
縁
を
体
験
し
よ
う
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伊吹堂

揚げパン

　

東
海
最
大
級
の
美
し
さ
を

誇
る
夜
景
ス
ポ
ッ
ト
池
田
山

の
麓
に
広
が
る
池
田
町
で
、

夫
婦
で
営
ん
で
い
る
和
菓
子

店
で
す
。
今
年
の
11
月
で
、

開
業
10
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

当
店
の
看
板
商
品
は
、
ふ

ん
わ
り
ど
ら
焼
き
「
池
田
の

や
ま
」
と
「
あ
げ
ぱ
ん
」
で

す
。
ど
ら
焼
き
は
、
池
田
町

の
シ
ン
ボ
ル
池
田
山
か
ら
名

付
け
ま
し
た
。
修
行
時
代
か

ら
20
年
以
上
焼
き
続
け
て
い

る
ど
ら
焼
き
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
奥
が
深
い
お
菓
子
で

す
。
卵
、
砂
糖
、
小
麦
粉
の

シ
ン
プ
ル
な
素
材
を
生
か

し
、
余
計
な
材
料
を
な
る
べ

く
使
わ
ず
、
ど
こ
よ
り
も
お

い
し
い
ど
ら
焼
き
を
目
指

し
、日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。

一
番
こ
だ
わ
り
の
強
い
、
自

信
あ
る
商
品
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
看
板
商
品

は
あ
げ
ぱ
ん
で
す
。
あ
げ
ぱ

ん
と
い
え
ば
一
般
的
に
は
コ

ッ
ペ
パ
ン
を
思
い
浮
か
べ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
店
の
あ
げ
ぱ
ん
は
と
い
う

と
、
食
パ
ン
に
つ
ぶ
餡
を
サ

ン
ド
し
た
形
が
か
わ
い
い
三

角
の
あ
げ
ぱ
ん
な
の
で
す
。

衣
に
さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
た

ら
、
身
体
に
や
さ
し
い
米
油

で
カ
リ
ッ
と
な
る
ま
で
揚
げ

ま
す
。
男
女
問
わ
ず
子
供
か

ら
ご
年
配
の
方
ま
で
喜
ば
れ

る
人
気
の
一
品
で
す
。

　

あ
げ
ぱ
ん
の
誕
生
は
今
か

ら
25
年
前
、
先
代
の
父
が
考

案
し
ま
し
た
。
父
の
作
る
あ

げ
ぱ
ん
は
、
地
元
（
揖
斐
川

町
）
の
方
に
好
評
で
し
た
。

私
は
池
田
町
で
開
業
す
る
に

あ
た
り
、
こ
の
あ
げ
ぱ
ん
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
広
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
ざ
販
売
を
開
始
す

る
と
、
父
の
な
じ
み
の
お
客

様
か
ら
、
あ
ん
こ
の
味
が
違

う
！
と
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　

父
の
あ
ん
こ
で
あ
げ
ぱ
ん

を
広
め
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
、
一
か
ら
あ
ん
こ
の
炊
き

方
を
父
か
ら
教
わ
り
直
し
ま

し
た
。
豆
の
豊
か
な
味
わ
い

を
最
大
限
に
引
き
出
し
た
和

菓
子
や
だ
か
ら
こ
そ
作
れ
る

こ
だ
わ
り
の
あ
ん
こ
で
出
直

し
た
時
で
し
た
。

　

「
ひ
と
つ
ち
ょ
う
だ
い
！
」

学
校
か
ら
帰
宅
し
た
小
学
生

が
、
お
こ
づ
か
い
を
握
り
締

め
、
お
や
つ
に
あ
げ
ぱ
ん
を

買
い
に
来
る
。
そ
ん
な
微
笑

ま
し
い
光
景
が
当
店
で
は
良

く
見
ら
れ
ま
す
。
あ
げ
ぱ
ん

を
看
板
商
品
に
し
た
の
は
和

菓
子
屋
の
入
り
に
く
さ
を
あ

げ
ぱ
ん
で
緩
和
し
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
小

学
生
の
子
が
一
人
で
気
軽
に

買
い
に
来
て
く
れ
る
事
は
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
何
十

年
経
ち
、
こ
の
子
供
た
ち
が

大
人
に
な
っ
た
と
き
、
子
供

の
こ
ろ
に
食
べ
た
な
つ
か
し

い
味
、
心
に
残
る
味
と
な
る

よ
う
想
い
を
込
め
て
こ
れ
か

ら
も
作
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

岐
阜
県
菓
子
工
業
組
合
青

年
部
部
長
・
伊
吹
堂
店
主
・

窪
田
和
仁

　

２
０
０
９
年
８
月
、
広
島

県
東
広
島
市
西
条
町
に
洋
菓

子
店
「
菓
子
工
房
ｍ
ｉ
ｋ
ｅ

（
ミ
ケ
）」
を
開
店
。
地
元

の
食
材
や
特
産
物
を
積
極
的

に
使
い
、
添
加
物
は
極
力
使

用
し
な
い
菓
子
を
製
造
販
売

し
て
い
る
。

　

菓
子
の
種
類
は
、
生
菓
子

約
25
種
類
・
焼
き
タ
ル
ト
約

16
種
類
・
焼
菓
子
約
50
種
類

な
ど
洋
菓
子
全
般
を
手
が

け
、
地
域
密
着
の
菓
子
屋
を

目
指
し
て
い
る
。

　

特
に
東
広
島
市
西
条
は
、

灘
・
伏
見
と
並
ぶ
日
本
三
大

酒
ど
こ
ろ
で
あ
り
複
数
の
蔵

元
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で

も
あ
る
た
め
、
日
本
酒
や
酒

粕
、
甘
酒
を
使
用
し
た
菓
子

に
力
を
い
れ
て
い
る
。

　

県
外
の
方
に
も「
酒
の
街
」

と
し
て
認
知
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
お
土
産
菓
子
な
ど
も

製
造
し
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
や
広

島
空
港
で
も
販
売
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
に
は
「
株
式

会
社
ｍ
ｉ
ｋ
ｅ
」
へ
と
法
人

化
し
、
従
業
員
の
働
き
方
や

雇
用
形
態
も
変
化
さ
せ
、
働

き
や
す
い
環
境
へ
と
少
し
ず

つ
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２
０
１
９
年
秋
に
は
東
広

島
市
西
条
酒
蔵
通
り
に
明
治

元
年
の
築
約
１
５
０
年
の
古

民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
焼
菓
子

専
門
店
「
御
饌
ｃ
ａ
ｃ
ａ
ｏ

（
ミ
ケ
カ
カ
オ
）」
を
オ
ー

プ
ン
。
こ
ち
ら
で
は
、
県
内

外
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の

観
光
客
も
呼
べ
る
店
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
い
る
。
例
え

ば
、「
西
条
酒
」
を
製
造
さ

れ
て
い
る
全
て
の
蔵
元
８
蔵

と
コ
ラ
ボ
し
た
「
８
種
の
日

本
酒
ト
リ
ュ
フ
」
や
、
海
外

で
も
人
気
の
あ
る
「Bean 

to 
bar

（
ビ
ー
ン
ト
ゥ
バ

ー
）」（
カ
カ
オ
豆
か
ら
板
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ま
で
全
て
自
店

で
加
工
製
造
す
る
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
）
も
製
造
販
売
し
て
い

る
。

　

地
域
を
愛
し
、
地
域
に
貢

献
す
る
菓
子
屋
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
邁
進
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　

増
田
製
粉
㈱
・
中
川
慎
司

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
を
目
指
し
た「
あ
げ
ぱ
ん
」

池
田
町　

伊 

吹 

堂

岐　阜岐　阜

御饌ｃａｃａｏ

菓
子
工
房
ｍ

ミｉ
ｋケｅ

酒
の
街
の
洋
菓
子
店

広　島広　島

菓子工房ｍｉｋｅ

甘酒たると

菓 子 工 業 新 聞令和２年12月15日 第981号（５） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）
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伝
え
よ
う
今
、自
分
に
で
き
る
こ
と

素
晴
ら
し
い
日
本
の
文
化
を
後
世
へ

兵　庫兵　庫

「
お
菓
子
実
践
塾
」設
立

菓
子
店
ス
タ
ッ
フ
ら
が
菓
子
作
り
の
心
学
　
　
ぶ

群　馬群　馬
　
菓
子
作
り
の
技
術
や
心
を

学
ぶ
「
お
菓
子
実
践
塾
」
が

前
橋
市
内
で
初
め
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
菓
子
作
り
に

携
わ
る
人
同
士
の
連
携
を
は

か
ろ
う
と
、
県
菓
子
工
業
組

合
が
初
め
て
開
い
た
も
の
で

す
。
参
加
者
は
県
内
の
菓
子

店
や
材
料
メ
ー
カ
ー
の
社
員

な
ど
お
よ
そ
30
名
。
講
師
は

高
崎
市
の
菓
子
店
、
鉢
の
木

七
冨
久
の
社
長
で
組
合
の
理

事
長
を
務
め
る
石
川
久
行
さ

ん
で
す
。
石
川
さ
ん
は
菓
子

作
り
へ
の
思
い
や
和
菓
子
の

魅
力
を
語
り
、
店
の
商
品
の

ひ
と
つ
で
あ
る
飴
細
工
「
有

平
糖
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。

　
有
平
糖
は
カ
ス
テ
ラ
な
ど

と
一
緒
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

伝
わ
り
ま
し
た
が
伝
承
す
る

職
人
が
少
な
く
、
石
川
さ
ん

は
単
に
自
ら
作
る
だ
け
で
は

な
く
、
製
法
を
細
か
く
記
し

た
著
書
を
出
版
す
る
な
ど
、

技
の
継
承
に
努
め
て
い
ま

す
。
講
座
で
は
有
平
糖
の
細

工
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
川
さ
ん
が
手
本
を
見
せ

な
が
ら
「
千
代
結
び
」
と
い

う
基
本
的
な
細
工
を
指
導
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
飴
細
工

に
挑
戦
し
、
菓
子
作
り
の
楽

し
さ
や
奥
深
さ
を
改
め
て
体

験
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
浅
賀
美
季
さ
ん
は
「
こ
う

し
た
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　
菓
子
組
合
で
は
今
後
も
定

期
的
に
塾
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
石
川

さ
ん
は
「
講
習
会
と
か
講
演

会
の
よ
う
な
一
方
通
行
の
勉

強
会
で
は
な
く
、
仲
間
同
士

で
勉
強
し
あ
え
る
場
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ
の

塾
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
対
象

者
も
菓
子
店
の
経
営
者
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
や
学

生
さ
ん
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
な

ど
に
ま
で
広
げ
て
い
ま
す
。

お
菓
子
作
り
に
関
わ
り
な
が

ら
も
、
出
会
い
の
き
っ
か
け

が
少
な
い
方
に
、
少
し
で
も

機
会
を
提
供
し
、
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
た
心
温
ま

る
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
塾
の
活
動
を

通
し
て
名
物
が
生
ま
れ
た
り

名
工
が
育
っ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
群
馬
県
菓
子
工
業
組
合
高

崎
支
部
・
宮
澤
啓

て
の
か
わ
い
い
和
菓
子
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
、
小
さ

い
お
子
様
で
も
わ
か
り
や
す

い
和
菓
子
の
冊
子
を
現
在
制

作
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
、
小
学
校
や
高

校
へ
の
和
菓
子
教
室
を
は
じ

め
、
和
菓
子
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
大
変
な
時
期
で

す
が
、
何
も
し
な
い
の
で
は

な
く
、
大
変
な
中
で
も
、
今
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何
か

と
い
う
事
を
考
え
、
日
本
の

素
晴
ら
し
い
文
化
を
後
世
へ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
兵
庫
県
菓
子
工
業
組
合
・

芦
屋
柳
月
堂
玉
川
・
安
達
文

輝

ま
し
た
』
と
、
親
子
で
沢
山

の
方
が
笑
顔
で
お
店
に
来
て

下
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿

を
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
和
菓
子
の
可
能
性
は
広
が

っ
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
文
化
を
次
世
代
に

伝
え
て
い
こ
う
と
、
組
合
で

は
、
日
本
の
伝
統
行
事
の
歴

史
や
意
味
と
、
一
年
を
通
し

生
菓
子
を
、
組
合
員
が
サ
ポ

ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
作
り

ま
し
た
。
和
菓
子
教
室
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
子
供
達
か
ら

沢
山
の
お
礼
の
寄
せ
書
き
を

い
た
だ
い
た
り
、『
和
菓
子

の
授
業
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。』『
今
ま
で
あ
ま
り

食
べ
た
事
が
な
か
っ
た
け

ど
、
和
菓
子
が
好
き
に
な
り

小
学
生
が
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
絵
や
資
料
を
作
っ
て
説

明
し
、
橘
に
ち
な
ん
だ
煉
り

切
り
や
き
ん
と
ん
な
ど
の
上

大
陸
か
ら
唐
菓
子
が
伝
わ

り
、茶
の
文
化
が
広
ま
っ
て
、

南
蛮
貿
易
に
よ
り
菓
子
の
種

類
が
増
え
た
こ
と
な
ど
を
、

ち
帰
っ
た
、『
非
時
香
菓
』（
と

き
じ
く
の
が
く
の
こ
の
み
）

＝
橘
が
お
菓
子
の
始
ま
り
と

い
う
こ
と
や
、
そ
の
後
中
国

が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、

日
本
国
内
で
は
近
年
和
菓
子

離
れ
が
深
刻
に
な
り
、
日
本

の
伝
統
行
事
も
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
帰
国
後
、
今
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
。
素
晴
ら

し
い
日
本
の
伝
統
文
化
や
歴

史
、
和
菓
子
文
化
を
自
分
達

が
伝
え
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
切
に
思
い
、
組
合
の

和
菓
子
教
室
に
講
師
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
小
学
校
で
の
和
菓
子
教
室

で
は
、
小
豆
の
話
や
『
田
道

間
守
』（
た
じ
ま
も
り
）
が

垂
仁
天
皇
の
命
を
受
け
て
持

　
私
が
今
か
ら
三
十
五
年

前
、
和
菓
子
業
界
に
入
っ
た

時
は
、
和
菓
子
が
無
形
文
化

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
り
、
現

在
の
よ
う
に
世
界
で
和
菓
子

が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
昨
年
、
和
菓
子
を
海
外
へ

伝
え
る
活
動
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
際
、
海
外
の
方

が
大
変
和
菓
子
に
興
味
を
も

た
れ
、
楽
し
ん
で
和
菓
子
を

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
和
菓
子
の
技
術
は
、
世
界

中
の
人
々
を
笑
顔
に
で
き
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
世
界
中
で
和
菓
子

小
学
校
で
和
菓
子
教
室

参
加
し
た
組
合
員

有
平
糖
の
細
工
の
手
本
を
見
せ
な
が
ら
指
導

お菓子実践塾

石川久行さん

製菓衛生師・菓子製造技能検定
受験練習問題と解答
定価：1,430円（税別）

全菓連斡旋図書

お申込みは
各県菓子工業組合へ

送料は実費。
県菓子工業組合までは
全菓連負担。

■日本菓子教育センター編集・発行

決定版  和菓子教本
定価：3,500円（税別）

洋菓子教本
～ Les Bases de la Pâtisserie ～
定価：3,050円（税別）

製菓衛生師全書
～和洋菓子・パンのすべて～
定価：3,250円（税別）

上生菓子作り

菓 子 工 業 新 聞 令和２年12月15日第981号 （６）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）
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今
月
も
と
よ
み
つ
姫
の
シ

ー
ル
の
注
文
が
あ
り
ま
し
た
。

　

注
文
先
は
、
組
合
の
近
く

の
花
月
堂
寿
永
。
昭
和
23
年

春
吉
の
地
に
店
を
移
し
て
今

年
で
76
年
に
な
り
ま
す
。

　

シ
ー
ル
は
イ
チ
ジ
ク
羊
羹

に
貼
り
ま
す
。
福
岡
産
の
イ

チ
ジ
ク
「
と
よ
み
つ
姫
」
の

セ
ミ
ド
ラ
イ
を
リ
キ
ュ
ー
ル

で
戻
し
、
し
っ
か
り
し
た
羊

羹
生
地
に
練
り
こ
ん
だ
も
の

が
好
評
で
す
。
上
品
な
甘
さ

が
あ
り
爽
や
か
な
酸
味
で
後

味
さ
っ
ぱ
り
。
爆
発
的
で
は

な
い
け
ど
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
売
れ
て
い
る
と
控
え
め
に

五
島
さ
ん
。
２
０
１
８
年
に

福
岡
県
技
能
勇
者
表
彰
、
２

０
１
９
年
に
九
州
福
岡
お
土

産
グ
ラ
ン
プ
リ（
菓
子
部
門
）

を
受
賞
。
ま
た
こ
の
季
節
、

お
客
さ
ん
か
ら
今
日
は
な
い

の
？
と
待
ち
望
ま
れ
て
い
る

物
が
あ
り
ま
す
。
梨
羊
羹
で

す
。
幸
水
・
豊
水
・
新
高
な

ど
旬
の
梨
の
時
期
を
見
計
ら

い
練
り
こ
ん
で
い
く
そ
う
で

す
。
梨
の
食
感
が
種
類
に
よ

っ
て
変
わ
り
、
皆
さ
ん
今
度

は
何
の
梨
？
と
楽
し
み
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
食
感
・

水
分
・
見
た
目
と
見
極
め
た

も
の
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
も
新
し
い
商
品

を
世
に
出
す
中
、
味
を
変
え

な
い
商
品
の
一
つ
に
福
う
め

最
中
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
、
最
中
の
餡
は
小
豆

で
す
が
、
花
月
堂
の
福
う
め

最
中
は
手
亡
餡
を
焚
い
て
濾

し
た
も
の
に
、
砂
糖
や
水
あ

め
を
半
透
明
に
な
る
ほ
ど
練

り
こ
み
、
炊
い
た
密
漬
け
し

た
金
時
豆
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ

う
に
合
わ
せ
、
独
特
の
食
感

を

出

し

ま

す
。
甘
さ
控

え
め
が
も
て

は
や
さ
れ
る

な
か
、
砂
糖

を
は
じ
め
と

し
た
各
材
料

の
割
合
は
、

製
造
当
時
か

ら
全
く
変
え

て

い

ま

せ

ん
。
福
岡
で

甘
い
最
中
は

花
月
堂
の
福

う
め
最
中
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、
食
べ
た
瞬
間
こ
っ
く
り

と
し
た
甘
さ
が
口
に
広
が
る

が
、
食
べ
て
い
る
う
ち
に
す

っ
と
引
い
て
い
く
。
あ
と
に

残
ら
な
い
引
き
の
い
い
甘
さ

は
、
す
っ
き
り
と
し
た
後
味

を
残
し
、
気
づ
い
た
ら
も
う

一
つ
と
手
が
伸
び
て
し
ま
い

ま
す
。
亡
く
な
っ
た
２
代
目

靖
祥
さ
ん
が
、
こ
れ
以
上
触

り
よ
う
が
な
い
く
ら
い
に
作

り
上
げ
た
逸
品
で
す
。「
上

質
な
砂
糖
の
甘
み
は
後
を
引

か
な
い
ん
で
す
。」
と
、
４

代
目
郁
太
朗
さ
ん
は
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
。「
味
を
変
え
た

ら
い
か
ん
」
こ
の
言
葉
を
守

り
な
が
ら
５
代
目
を
引
き
継

ぐ
慎
太
郎
さ
ん
夫
妻
と
一
緒

に
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
変

わ
ら
ぬ
味
の
福
う
め
最
中
が

食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

福
岡
県
菓
子
工
業
組
合
事

務
局
・
村
上
豊
美

　

仙
台
と
い
う
と
、
ど
ん
な

名
産
品
や
お
土
産
を
思
い
浮

か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？

　

牛
タ
ン
、
ず
ん
だ
、
笹
か

ま
の
影
に
隠
れ
て
、
あ
ま
り

そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な

い
「
仙
台
駄
菓
子
」
は
ご
存

じ
で
す
か
？
江
戸
時
代
か
ら

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
、
伝
統
的
で
素
朴
な
仙
台

駄
菓
子
は
仙
台
の
数
あ
る
名

産
品
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
水

飴
や
黒
砂
糖
、穀
物
を
使
い
、

昔
な
が
ら
の
手
作
り
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
駄
菓
子
の
歴
史
は
、

伊
達
政
宗
公
が
活
躍
し
た
江

戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
！

　

当
時
、
庶
民
は
白
砂
糖
を

口
に
す
る
こ
と
を
贅
沢
と
禁

止
さ
れ
、
族
階
級
が
食
べ
る

も
の
の
み
に
制
限
さ
れ
て
い

た
た
め
、
町
民
た
ち
は
黒
砂

糖
を
使
っ
た
菓
子
し
か
口
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
黒
砂
糖
を
使
っ
た
お

菓
子
は
「
雑
菓
子
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、「
粗
悪

な
も
の
、
つ
ま
ら
ぬ
も
の
」

を
意
味
す
る
「
駄
」
を
つ
け

て
「
駄
菓
子
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
駄
菓
子
の

地
位
は
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
は
逆

に
、
駄
菓
子
が
庶
民
に
親
し

ま
れ
る
理
由
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
伊
達
政
宗
は
茶
の

世
界
に
も
精
通
し
て
い
た
の

で
、
伊
達
藩
で
は
茶
の
文
化

と
と
も
に
菓
子
も
盛
ん
に
作

ら
れ
、
茶
の
湯
の
発
展
と
と

も
に
和
菓
子
の
技
術
や
文
化

が
庶
民
の
間
に
も
浸
透
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

「
仙
台
駄
菓
子
」
と
い
う

固
有
名
が
付
い
た
の
は
昭
和

30
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
種
類
の
豊
富
さ
と
味
わ

い
深
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
が

理
由
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
同

じ
よ
う
な
材
料
か
ら
様
々
な

形
と
食
感
を
生
み
出
す
駄
菓

子
は
、
今
も
手
作
り
が
中
心

で
す
。
同
じ
種
類
で
も
お
店

に
よ
っ
て
味
が
異
な
る
の
も

「
仙
台
駄
菓
子
」
の
特
徴
で

あ
り
、
奥
深
さ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

長
い
歴
史
を
も
ち
、
庶
民

的
な
お
菓
子
と
し
て
親
し
ま

れ
た
仙
台
銘
菓
、
仙
台
駄
菓

子
。
そ
の
小
さ
な
形
と
素
朴

で
優
し
い
味
わ
い
の
中
に

は
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
技

術
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

は
若
い
世
代
に

向
け
た
可
愛
い

セ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
が
、
懐
か

し
い
味
わ
い
の

「
仙
台
駄
菓
子
」

は
、
い
つ
ま
で

も
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
一

品
で
あ
る
事
に

は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　

是
非
、
仙
台

に
来
た
際
に
は
、
お
茶
請
け

に
ぴ
っ
た
り
な
「
仙
台
駄
菓

子
」
を
お
土
産
に
、
ご
家
族

で
楽
し
ん
で
頂
け
た
ら
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

宮
城
県
菓
子
工
業
組
合
事

務
局
・
関
根
美
智
子

伊
達
政
宗
公

仙
台
駄
菓
子

宮
城
県
の
知
ら
れ
ざ
る
名
産
品

仙
台
駄
菓
子

宮　城宮　城

旬
の
素
材
へ
の
挑
戦
と「
味
を
変
え

た
ら
い
か
ん
」の
教
え
を
守
っ
て

花
月
堂
寿
永

福　岡福　岡

イチジク羊羹

４
代
目
郁
太
朗
氏（
右
）と
５
代
目
慎
太
郎
氏（
左
）

菓 子 工 業 新 聞令和２年12月15日 第981号（７） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）

貴社の製品は、
知らないうちに海外へ輸出されていませんか？
日本国内でしか自社製品を製造・販売していない場合でも…

製品が海外に出回り、海外で貴社が責任を問われるケースがあります。

海外PL保険

海外で発生したPL事故について海外
で損害賠償請求を受けた場合、「生産物
賠償責任保険」（国内PL保険）では、補
償されません。

（国内PL保険は、原則日本国内で発生
した事故のみを対象としています。）

海外で損害賠償請求がなされた場合、外国語で書
かれた訴状への応対をはじめ、訴訟地の慣習等に
合った訴訟対応を自社で行う必要があります。
また、訴訟社会アメリカをはじめとして、海外では
ひとたび訴訟となれば応訴のために高額な費用が
かかることも想定されます。

引受保険会社は、貴社に代わって被害者との示談交
渉を行います。訴訟が提起された場合には貴社の
パートナーとして海外での訴訟に対応します。（現地
の法令等により禁止・制限されている国・地域を除き
ます。）まずは取扱代理店または営業課支社までお気
軽にご相談ください。

間接輸出品
グレーマーケット製品

のリスク

間接輸出品
グレーマーケット製品

のリスク

貴社製品を原材料・部品として組み込んだ完成品が輸出されているかもしれません！
貴社の知らないうちに、訪日観光客や海外のバイヤーによって海外へ持ち出されているかもしれません！ 

間接輸出品 ：
グレーマーケット製品 ：

このご案内書は、海外 PL 保険（英文生産物賠償責任保険）の一部の概要をご紹介したもので、海外 PL 保険に関するすべての事項を記載しているものではありません。保険の内容は企画書等をご請求の上、ご覧ください。
詳細は、保険約款およびセットされる特約条項によりますが、ご不明な点がありましたら、ご遠慮なく代理店または東京海上日動までお問い合わせください。ご契約に際しましては必ず保険約款をご覧ください。

 2020年3月作成　19-TC08035

【取扱代理店】　全菓連共済ビルヂング株式会社
〒107-0062  東京都港区南青山 5-12-4
TEL.03-3400-8901　FAX.03-3407-5486

【引受保険会社】東京海上日動火災保険株式会社
【担当営業課支社】東京中央支店
〒108-6111  東京都港区港南 2-15-2 品川インターシティーB棟11階
TEL.03-5781-6577　FAX.03-5781-6578

お
問
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！
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力
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〈
ク
ラ
ン
ブ
ル
　
ア
マ
ン
ド
〉

バ
タ
ー
…
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…
…
１
０
０
ｇ

食
塩
…
…
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…
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０
・
４
ｇ

カ
ソ
ナ
ー
ド
…
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１
０
０
ｇ

粉
末
ア
ー
モ
ン
ド

　
　
　
　

…
…
…
１
１
０
ｇ

薄
力
粉
…
…
…
…
１
０
０
ｇ

〈
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
　
コ
ン

フ
ィ
〉

冷
凍
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ

　
　
　
　

…
…
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１
６
０
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
１
３
０
ｇ

ペ
ク
チ
ン
…
…
…
…
…
３
ｇ

レ
モ
ン
果
汁
…
…
…
…
６
ｇ

〈
ク
レ
ー
ム
　
オ
　
ブ
ー
ル
〉

牛
乳
…
…
…
…
…
…
…
65
ｇ

バ
ニ
ラ
ペ
ー
ス
ト

卵
黄
…
…
…
…
…
…
…
２
個

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
50
ｇ

バ
タ
ー
…
…
…
…
２
３
０
ｇ

イ
タ
リ
ア
ン
メ
レ
ン
ゲ

　
　
　
　

…
…
…
１
０
０
ｇ

〈
イ
タ
リ
ア
ン
　
メ
レ
ン
ゲ
〉

卵
白
…
…
…
…
…
…
…
80
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
１
５
０
ｇ

水
…
…
…
…
…
…
…
…
40
ｇ

〈
ク
レ
ー
ム
　
パ
テ
ィ
シ
エ

ー
ル
〉

牛
乳
…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

卵
黄
…
…
…
…
…
…
…
40
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
40
ｇ

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
…
…
16
ｇ

バ
ニ
ラ
ペ
ー
ス
ト

〈
ム
ー
ス
リ
ー
ヌ
　
ピ
ス
タ

ー
シ
ュ
〉

ク
レ
ー
ム　

オ　

ブ
ー
ル

　
　
　
　

…
…
…
３
３
０
ｇ

ピ
ス
タ
チ
オ
ペ
ー
ス
ト

　
　
　
　

…
…
…
…
…
80
ｇ

ク
レ
ー
ム
パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル

　
　
　
　

…
…
…
１
０
０
ｇ

キ
ル
シ
ュ
…
…
…
…
…
15
ｇ

【
仕
上
げ
材
料
】

フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ

ピ
ス
タ
チ
オ
ホ
ー
ル

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
〈
ク
ラ
ン
ブ
ル
　
ア
マ
ン
ド
〉

　

全
材
料
を
一
緒
に
混
ぜ
合

わ
せ
、
そ
ぼ
ろ
状
に
ま
と
め

る〈
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
　
コ
ン

フ
ィ
〉

❶
ペ
ク
チ
ン
と
配
合
中
の
グ

ラ
ニ
ュ
ー
糖
の
一
部
を
良
く

混
ぜ
て
お
く

❷
冷
凍
フ
ラ
ン
ボ
ア
ー
ズ
と

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
鍋
に
入
れ

軽
く
沸
騰
さ
せ
る

❸
②
に
①
を
加
え
、
沸
騰
さ

せ
る
。
沸
騰
後
１
分
程
度
混

ぜ
な
が
ら
煮
詰
め
る

❹
レ
モ
ン
果
汁
を
加
え
熱
を

抜
く

〈
ク
レ
ー
ム
　
オ
　
ブ
ー
ル
〉

❶
牛
乳
、バ
ニ
ラ
ペ
ー
ス
ト
、

卵
黄
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
で
ア

ン
グ
レ
ー
ズ
ソ
ー
ス
を
た
く

❷
バ
タ
ー
を
ポ
マ
ー
ド
状
に

し
撹
拌
し
空
気
を
抱
き
込
ま

せ
る

❸
②
の
中
に
①
を
し
っ
か
り

乳
化
さ
せ
な
が
ら
加
え
る

❹
イ
タ
リ
ア
ン
メ
レ
ン
ゲ
を

加
え
る

サ
パ
ン
　 

（
７
㎝ 
タ
ル
ト
リ
ン
グ 

12
個
分
）

〈
ク
レ
ー
ム
　
パ
テ
ィ
シ
エ

ー
ル
〉

❶
卵
黄
と
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を

す
り
混
ぜ
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ

を
加
え
る

❷
温
め
た
牛
乳
を
①
に
加

え
、
鍋
に
裏
ご
す
。

❸
強
火
で
し
っ
か
り
た
き
あ

げ
、
冷
却
す
る

〈
ム
ー
ス
リ
ー
ヌ
　
ピ
ス
タ

ー
シ
ュ
〉

❶
パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル
に
キ
ル

シ
ュ
を
加
え
な
が
ら
ダ
マ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ほ
ぐ
す
。

❷
①
に
ピ
ス
タ
チ
オ
ペ
ー
ス

ト
を
加
え
る

❸
ク
レ
ー
ム　

オ　

ブ
ー
ル

を
数
回
に
分
け
な
が
ら
②
に

加
え
て
い
く

〈
組
み
立
て
〉

❶
ク
ラ
ン
ブ
ル
ア
マ
ン
ド
を

型
に
敷
き
込
み
焼
成
す
る

❷
焼
き
上
げ
た
①
の
上
面
に

フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
コ
ン
フ
ィ

を
絞
る

❸
ム
ー
ス
リ
ー
ヌ
ピ
ス
タ
ー

シ
ュ
を
②
の
上
面
に
絞
る

❹
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
、
ピ
ス

タ
チ
オ
ホ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
で
飾
る

【
コ
メ
ン
ト
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
な
の

で
、
も
み
の
木
（
サ
パ
ン
）

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
。

　

基
本
的
な
パ
ー
ツ
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
改
め
て
基

礎
の
技
術
を
見
つ
め
直
せ
る

製
品
で
す
。

日
本
菓
子
専
門
学
校　

酒
井 

雅
秀 

教
師

洋
菓
子
講
習

洋
菓
子
講
習  

【
基
礎
編
】

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

10
月
９
日
か
ら
11
日
の
３

日
間
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
に

て
第
６
回
徳
島
う
き
う
き
ス

イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
年
テ
ー
マ
を
決

め
て
行
っ
て
い
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
。
１
カ
月
前
か
ら
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
い
い
案
が

思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

谷
内
理
事
長
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、「
徳
島
の
お
菓
子
で

笑
顔
を
届
け
て
、
コ
ロ
ナ
を

ぶ
っ
飛
ば
そ
う
」
の
テ
ー
マ

で
い
こ
う
と
い
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
具
現
化

す
る
の
に
ア
マ
ビ
エ
、
動
物

園
、
水
族
館
の
上
生
菓
子
の

特
設
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ

う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
初
め
て
の
担
当

と
い
う
事
で
い
ろ
い
ろ
分
か

ら
な
い
事
だ
ら
け
で
、
理
事

長
や
前
担
当
者
に
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

段
々
と
日
程
が
迫
る
中
、
開

催
の
４
日
前
に
理
事
長
が
急

逝
し
た
と
の
連
絡
が
入
り
ま

し
た
。
ず
っ
と
メ
ー
ル
で
や

り
と
り
し
て
て
元
気
な
様
子

だ
っ
た
の
で
、
突
然
の
事
で

驚
き
ま
し
た
。
ス
イ
ー
ツ
フ

ェ
ス
タ
の
開
催
は
ど
う
な
る

の
か
心
配
で
し
た
が
、
早
急

に
役
員
会
議
を
し
て
、「
相

手
の
あ
る
事
な
の

で
、予
定
通
り
開
催
し
よ
う
」

と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

開
催
の
準
備
か
ら
葬
儀
な
ど

で
バ
タ
バ
タ
し
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
開
催
に
持
ち
込
め

ま
し
た
。

　

と
に
か
く
今
回
の
開
催
に

関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

充
分
に
し
て
と
理
事
長
か
ら

何
回
も
言
わ
れ
て
ま
し
た
の

で
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
販

売
員
を
で
き
る
だ
け
少
人
数

で
行
う
の
に
気
を
使
い
ま
し

た
。
ま
た
、
試
食
は
行
う
の

を
や
め
ま
し
た
。

　

昨
年
の
開
催
よ
り
参
加
店

が
７
店
舗
少
な
か
っ
た
り
、

そ
の
他
に
色
々
と
条
件
が
悪

い
中
で
の
開
催
で
し
た
の

で
、
昨
年
よ
り
も
だ
い
ぶ
ん

売
り
上
げ
が
落
ち
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ラ

イ
ン
で
在
庫
の
情
報
共
有
や

販
売
商
品
に
各
店
舗
と
も
に

新
商
品
が
め
じ
ろ
押
し
で
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。
初
日
の
人
出
は
少
な
か

っ
た
で
す
が
、
２
日
目
、
３

日
目
と
な
る
と
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
ア
マ
ビ
エ
な
ど
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
品
切
れ

続
出
で
し
た
。
そ
ん
な
甲
斐

が
あ
っ
て
昨
年
よ
り
も
実
質

プ
ラ
ス
で
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
は
割
と
高
額
な
商
品
が

売
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

徳
島
な
ら
で
は
の
「
阿
波
う

い
ろ
」
も
よ
く
売
れ
て
い
ま

し
た
。
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
担
当

の
方
も
非
常
に
喜
ん
で
下
さ

り
、「
大
成
功
だ
っ
た
」
と

い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
大
変
な
中
、
理
事
長
の

息
子
さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
不
在
の
中
、
組
合

員
み
ん
な
で
協
力
し
工
夫
す

る
事
で
大
成
功
を
収
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
商
売
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

故
谷
内
理
事
長
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

徳
島
県
菓
子
工
業
組
合
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
委
員
長
・
岡
澤

孝
浩

徳
島
う
き
う
き
ス
イ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て

徳　島徳　島

サパン

購読をご希望の方は全国菓子工業組
合連合会宛て電話か FAX若しくは
メールでお申し込みくださいますよ
うお願い致します。
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